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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体内の検体の特性を判定するバイオセンサメータ用に構成された無線送信機アダプタ
であって、前記無線送信機アダプタは、
　前記バイオセンサメータの筐体の少なくとも一部分を包囲するようにまたは少なくとも
一部分に代わって配置されるように構成された本体であって、前記バイオセンサメータは
、前記無線送信機アダプタのどの部分も必要なく利用可能なように構成されたユーザイン
ターフェースを含む、個別に操作可能なメータである、本体と、
　前記バイオセンサメータの外部にアクセス可能なケーブル通信ポートに受け入れられて
前記ケーブル通信ポートを介して前記バイオセンサメータ内の回路に電気的に結合するよ
うに構成されたコネクタと、
　前記本体内に収容された無線送信機回路であって、前記コネクタに電気的に結合されて
おり、前記バイオセンサメータからデータを無線で送信するように構成された無線送信機
回路と、
を備え、
　前記バイオセンサメータに取り付けた後、前記無線送信機アダプタは、ユーザが流体内
の検体の特性を決定するために前記バイオセンサメータを使い続けることを可能にするこ
とを特徴とする無線送信機アダプタ。
【請求項２】
　前記本体は、前記バイオセンサメータのバッテリカバーに代わって配置されるように構
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成される、請求項１に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項３】
　前記無線送信機回路に電力を供給するために前記バイオセンサメータの１つまたは複数
のバッテリに電気的に結合するように構成された１つまたは複数の電気接点を更に備える
、請求項２に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項４】
　前記本体は、前記バイオセンサメータの少なくとも一部分を包囲するように構成される
、請求項１に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項５】
　前記本体は、バッテリ室を備える、請求項４に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項６】
　前記コネクタは前記本体から延在し、エラストマーコードコネクタアーム、剛性アーム
、柔軟性アームまたはスライド可能アームのうちの１つを備え、
　前記アームのうちいくつかの前記コネクタは、前記無線送信機アダプタが前記バイオセ
ンサメータに取り付けられる方向に対して垂直な方向で前記ケーブル通信ポートに挿入さ
れるように構成される、請求項１に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項７】
　前記コネクタは、ステレオプラグ、ＲＳ２３２プラグまたはＵＳＢプラグのうちの１つ
を備える、請求項１に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項８】
　前記無線送信機回路は、ブルートゥース（登録商標）ローエナジー技術を備える、請求
項１に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項９】
　前記バイオセンサメータは血糖メータを備え、前記データは血糖測定読取値を備える、
請求項１に記載の無線送信機アダプタ。
【請求項１０】
　バイオセンサメータであって、
　１つまたは複数のバッテリを受け入れるように構成されたバッテリホルダと、
　前記１つまたは複数のバッテリによって電力を供給され、流体内の検体の特性を判定す
るように構成されたマイクロコントローラと、
　前記１つまたは複数のバッテリによって電力を供給され、流体内の検体の判定された特
性を含むデータを記憶するために前記マイクロコントローラに結合されるように構成され
たメモリと、
　前記バッテリホルダ、前記マイクロコントローラ、および前記メモリを収容するように
構成された筐体と、
　前記筐体に配置された外部にアクセス可能なケーブル通信ポートであって、前記ケーブ
ル通信ポートに受け入れられたケーブルを前記マイクロコントローラに電気的に結合する
ように構成されたケーブル通信ポートと、
　無線送信機アダプタであって、
　　前記筐体の少なくとも一部分を包囲するまたは少なくとも一部分に代わって配置され
る本体と、
　　前記ケーブル通信ポートに受け入れられて前記マイクロコントローラに電気的に結合
するように構成されたコネクタと、
　　前記本体内に配置され、前記バイオセンサメータからデータを無線で送信するために
前記コネクタに電気的に結合された無線送信機回路であって、前記バイオセンサメータは
、前記無線送信機アダプタのどの部分も必要なく利用可能なように構成されたユーザイン
ターフェースを含む、個別に操作可能なメータである、無線送信機回路と、を備える無線
送信機アダプタと、
を備え、
　前記バイオセンサメータに取り付けた後、前記無線送信機アダプタは、ユーザが流体内
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の検体の特性を決定するために前記バイオセンサメータを使い続けることを可能にするこ
とを特徴とするバイオセンサメータ。
【請求項１１】
　前記無線送信機回路は、前記１つまたは複数のバッテリによって電力を供給されるよう
に構成される、請求項１０に記載のバイオセンサメータ。
【請求項１２】
　前記本体は、ハウジングの大部分に密着し包囲するように構成される、請求項１０に記
載のバイオセンサメータ。
【請求項１３】
　前記本体は、前記バイオセンサメータのバッテリカバーに代わって配置されるように構
成される、請求項１０に記載のバイオセンサメータ。
【請求項１４】
　前記バイオセンサメータは血糖メータを備え、前記データは血糖測定読取値を含む、請
求項１０に記載のバイオセンサメータ。
【請求項１５】
　データの配線接続でのダウンロードが可能なバイオセンサメータ用に構成された無線送
信機アダプタを提供する方法であって、前記方法は、
　前記バイオセンサメータの少なくとも一部分を包囲するようにまたは少なくとも一部分
に代わって配置されるように前記無線送信機アダプタの本体を構成するステップであって
、前記バイオセンサメータは、前記無線送信機アダプタのどの部分も必要なく利用可能な
ように構成されたユーザインターフェースを含む、個別に操作可能なメータである、ステ
ップと、
前記バイオセンサメータの外部にアクセス可能なケーブル通信ポートに受け入れられて前
記ケーブル通信ポートを介して前記バイオセンサメータの回路に電気的に結合するように
構成されたコネクタを準備するステップと、
　前記本体内に無線送信機回路を準備するステップであって、前記無線送信機回路は前記
コネクタに電気的に結合されており、前記バイオセンサメータからデータを無線で送信す
るように構成されている、ステップと、
を備え、
　前記バイオセンサメータに取り付けた後、前記無線送信機アダプタは、ユーザが流体内
の検体の特性を決定するために前記バイオセンサメータを使い続けることを可能にするこ
とを特徴とする方法。
【請求項１６】
　本体を構成する前記ステップは、前記バイオセンサメータのバッテリカバーに代わって
配置されるように前記本体を構成するステップを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記バイオセンサメータの１つまたは複数のバッテリに電気的に結合するように構成さ
れた１つまたは複数の電気接点を準備するステップを更に備える、請求項１６に記載の方
法。
【請求項１８】
　前記無線送信機回路に電力を供給するために前記１つまたは複数の電気接点が前記１つ
または複数のバッテリに電気的に結合するように、前記バイオセンサメータの前記バッテ
リカバーに代えて前記無線送信機アダプタの前記本体を配置するステップと、
　前記バイオセンサメータ内の回路に電気的に結合するために、前記コネクタを前記ケー
ブル通信ポート内に挿入するステップと、
を更に備える、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　本体を構成する前記ステップは、前記バイオセンサメータの大部分に密着し包囲するよ
うに前記本体を構成するステップを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
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　前記バイオセンサメータは血糖メータを備え、前記データは血糖測定読取値を備える、
請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、２０１４年４月１１日に出願され「ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＴＲＡＮＳＭＩＴＴ
ＥＲ　ＡＤＡＰＴＥＲＳ　ＦＯＲ　ＢＡＴＴＥＲＹ－ＯＰＥＲＡＴＥＤ　ＢＩＯＳＥＮＳ
ＯＲ　ＭＥＴＥＲＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ　ＯＦ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＳＡＭＥ」
と題された米国仮特許出願第６１／９７８，５９５号の優先権を主張し、当該出願は、参
照によって、あらゆる目的のために本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、概して、例えば血糖メータなどのバイオセンサメータに関し、より詳細には
、無線式のバッテリで動作するバイオセンサメータに関する。
【背景技術】
【０００３】
　血糖メータなどのバイオセンサメータは、血液などの流体サンプル内のグルコースなど
の検体の量または濃度を検知および／または監視するために使用することができる。バイ
オセンサメータのユーザは、流体サンプルを一日に幾度か、家、仕事場、学校および／ま
たは様々な他の場所でテストする必要があり得る。バッテリで動作するバイオセンサメー
タは、ユーザがバイオセンサメータを携行してほとんどどんな場所でもメータを使用する
ことを可能にする。多くの既知のバッテリで動作するバイオセンサメータは、バイオセン
サメータから測定データをダウンロードするためにバイオセンサメータをコンピュータま
たは類似の装置に接続するために、例えばＵＳＢ（ユニバーサルシリアルバス）またはＲ
Ｓ２３２ケーブルなどの固有のケーブルに頼っている。しかしながら、このようなケーブ
ルは、容易に置き間違えられ、忘れられ、または紛失されてしまい、そのため、ユーザが
バイオセンサメータから測定データをダウンロードすることが遅れたり、またはできなく
なったりすることがある。したがって、既知のバッテリで動作するバイオセンサメータに
、測定データの配線接続での（ｈａｒｄｗｉｒｅｄ）ダウンロードに代わる手段を提供す
ることが必要とされている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一態様によると、バイオセンサメータ用に構成された無線送信機アダプタが提供される
。無線送信機アダプタは、バイオセンサメータの少なくとも一部分の周りに配置され密着
するように構成された本体と、バイオセンサメータの通信ポートに受け入れられて通信ポ
ートを介してバイオセンサメータ内の回路に電気的に結合するように構成されたコネクタ
と、本体内に収容された無線送信機回路であって、コネクタに電気的に結合されており、
バイオセンサメータからデータを無線で送信するように構成された無線送信機回路と、を
備える。
【０００５】
　別の態様によると、バイオセンサメータが提供される。バイオセンサメータは、１つま
たは複数のバッテリを受け入れるように構成されたバッテリホルダと、１つまたは複数の
バッテリによって電力を供給され、流体内の検体の特性を判定するように構成されたマイ
クロコントローラと、１つまたは複数のバッテリによって電力を供給され、流体内の検体
の判定された特性を含むデータを記憶するためにマイクロコントローラに結合されるよう
に構成されたメモリと、バッテリホルダ、マイクロコントローラ、およびメモリを収容す
るように構成された筐体と、筐体に配置された通信ポートであって、通信ポートに受け入
れられたケーブルをマイクロコントローラに電気的に結合するように構成された通信ポー
トと、無線送信機アダプタであって、筐体の少なくとも一部分の周りに配置された本体と
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、通信ポートに受け入れられてマイクロコントローラに電気的に結合するように構成され
たコネクタと、本体内に配置され、バイオセンサメータからデータを無線で送信するため
にコネクタに電気的に結合された無線送信機回路とを備える無線送信機アダプタと、を備
える。
【０００６】
　更なる態様によると、データの配線接続でのダウンロードが可能なバイオセンサメータ
用に構成された無線送信機アダプタを提供する方法が提供される。方法は、バイオセンサ
メータの少なくとも一部分の周りに配置され密着する、無線送信機アダプタの本体を構成
するステップと、バイオセンサメータの通信ポートに受け入れられて通信ポートを介して
バイオセンサメータの回路に電気的に結合するように構成されたコネクタを準備するステ
ップと、本体内に無線送信機回路を準備するステップであって、無線送信機回路はコネク
タに電気的に結合されており、バイオセンサメータからデータを無線で送信するように構
成されている、ステップと、を備える。
【０００７】
　本発明の更に他の態様、特徴および利点は、本発明を実行するために考慮された最良の
形態を含むいくつかの例示的な実施形態および実施態様が説明され示される以下の詳細な
説明から容易に明らかになり得る。本発明は、他のおよび異なる実施形態も含み得、それ
らのいくつかの詳細は、全て本発明の範囲から逸脱することなく、様々な観点において修
正が可能である。したがって、図面および説明は本質的に例示的なものとみなされるべき
であり、限定的なものとみなされるべきではない。本発明は、本発明の範囲内にある全て
の修正、均等物、および代替物をカバーする。
【０００８】
　当業者は、以下に説明される図面は例示のみを目的としたものであることを理解されよ
う。図面は必ずしも縮尺通りには描かれておらず、いかなる意味でも本開示の範囲を限定
することを意図していない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】従来技術による例示的なバッテリ式バイオセンサメータの単純化した回路図で
ある。
【図１Ｂ】従来技術による例示的なバッテリ式バイオセンサメータの前面図である。
【図１Ｃ】従来技術による例示的なバッテリ式バイオセンサメータの側面図である。
【図２Ａ】実施形態によるバイオセンサメータに装着された無線送信機アダプタの一連の
透視図のうちの１つである。
【図２Ｂ】実施形態によるバイオセンサメータに装着された無線送信機アダプタの一連の
透視図のうちの１つである。
【図２Ｃ】実施形態によるバイオセンサメータに装着された無線送信機アダプタの一連の
透視図のうちの１つである。
【図３Ａ】実施形態による無線送信機アダプタが装着されたバイオセンサメータの側面図
である。
【図３Ｂ】実施形態による無線送信機アダプタが装着されたバイオセンサメータの底面図
である。
【図４】実施形態による無線送信機アダプタの透視図である。
【図５】実施形態によるバイオセンサメータに装着された別の無線送信機アダプタの透視
図である。
【図６】実施形態による更に別の無線送信機アダプタの透視図である。
【図７】実施形態による無線送信機アダプタの無線送信機回路のブロック回路図である。
【図８Ａ】実施形態による無線送信機アダプタの透視上面－前面図である。
【図８Ｂ】実施形態による無線送信機アダプタの透視底面－前面図である。
【図８Ｃ】実施形態による無線送信機アダプタの側面図である。
【図９】実施形態による無線送信機アダプタの無線送信機回路のブロック回路図である。
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【図１０】実施形態による配線接続でのデータダウンロードが可能なバイオセンサメータ
用に構成された無線送信機アダプタを提供する方法のフローチャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　次に、添付の図面に示される本開示の例示的実施形態を詳細に参照する。可能であるな
らば、複数の図面を通して、同一の参照番号が同一のまたは類似の部分に言及するために
使用される。
【００１１】
　１つの態様において、無線送信機アダプタは、バッテリで動作するバイオセンサメータ
に無線通信機能を提供することができる。バイオセンサメータは、例えば血糖メータであ
り得、配線接続ケーブル接続を介してコンピュータまたは類似の装置に測定データをダウ
ンロードするように本来は構成され得る。いくつかの実施形態において、無線送信機アダ
プタは、バイオセンサメータのバッテリカバーに代わって配置されるように構成され得る
。他の実施形態において、無線送信機アダプタは、バイオセンサメータの大部分を包囲す
るように構成され得る。無線送信機アダプタの形状は、アダプタの部品がメータから突出
したり垂れ下がったりしないように、バイオセンサメータの形状と一致し得る。これによ
って、アダプタの部品の紛失または損傷の虞を回避することができ、および／またはメー
タの利便性、取り扱い性および／または使用への悪影響を回避することができる。いくつ
かの実施形態において、無線送信機アダプタは、バイオセンサメータの１つまたは複数の
バッテリによって電力を供給され得る。他の実施形態において、無線送信機アダプタは、
無線送信機アダプタ内に設けられた個別の電源によって電力を供給され得る。いくつかの
実施形態において、無線送信機回路は、バイオセンサメータへおよびバイオセンサメータ
から、データを無線でアップロードおよびダウンロードするように構成され得る。無線送
信機アダプタは、ユーザが既存のバイオセンサメータを使い続けることを可能にし得ると
ともに、適切なデータ転送ケーブルの所在を把握し続けなければならないことやデータの
ダウンロードの必要があるたびに手動でケーブルをコンピュータまたは類似の装置に接続
しなければならないことからユーザを解放する。他の態様において、図１～図１０に関連
して以下により詳細に説明されるように、本来配線接続でのデータダウンロードのために
構成されたバイオセンサメータのために無線送信機アダプタを提供する方法が提供される
。
【００１２】
　図１Ａ～図１Ｃは、従来技術による例示的なバッテリ式バイオセンサメータ１００を示
し、これは例えば血糖メータであり得る。バイオセンサメータ１００は、並列に結合され
バッテリホルダ１０３内に位置する第１および第２のバッテリ１０２ａおよび１０２ｂに
よって電力を供給され得る。第１および第２のバッテリ１０２ａおよび１０２ｂはそれぞ
れ、例えば３ボルトのＣＲ２０３２バッテリなどの、例えばコイン型またはリチウム電池
型のバッテリでよい。バッテリホルダ１０３は、バッテリ室１０４に配置され得、バッテ
リ室１０４は取り外し可能なバッテリカバー１０６を介してバイオセンサメータ１００の
背面１０５からアクセス可能である。バイオセンサメータ１００は、第１および第２のバ
ッテリ１０２ａおよび１０２ｂによって電力を供給されるマイクロコントローラ１０７お
よびメモリ１０８を含み得る回路も含み得る。マイクロコントローラ１０７は、例えば血
液サンプル内の血糖濃度など、流体内の検体の特性を判定するように構成され得、メモリ
１０８は、測定結果を記憶するように構成され得る。マイクロコントローラ１０７は、例
えば、カリフォルニア州サンタクララのＲｅｎｅｓａｓ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ａｍ
ｅｒｉｃａ　Ｉｎｃ．によるＶ８５０マイクロコントローラまたは他の類似のマイクロコ
ントローラなどの従来のマイクロコントローラでよい。
【００１３】
　バイオセンサメータ１００は、ディスプレイ１０９と、バイオセンサメータ１００の前
面１１１に配置されたユーザインターフェース操作部１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃ
とを含み得る。ディスプレイ１０９は、テスト結果、日時、バッテリ寿命、および／また
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は他の情報を表示し得る。ユーザインターフェース操作部１１０ａ、１１０ｂおよび１１
０ｃは、例えば、ボタン、ソフトキー、スクロールホイールおよび／または類似のもので
よい。ユーザインターフェース操作部１１０ａ、１１０ｂおよび１１０ｃの数、種類およ
び構成は図示されているものとは異なってもよい。ユーザインターフェース操作部１１０
ａ、１１０ｂおよび１１０ｃは、例えば、バイオセンサメータ１００の電源のオンおよび
オフ、情報および／または設定の入力、検体測定テストの開始、テスト結果の呼び出しと
表示、および／またはバイオセンサメータ１００からコンピュータまたは類似の装置への
データダウンロードの開始などに使用することができる。バイオセンサメータ１００から
のデータダウンロードは、バイオセンサメータ１００の通信ポート１１２からコンピュー
タまたは類似の装置へ配線接続ケーブル接続を介して行うことができる。通信ポート１１
２は、マイクロコントローラ１０７、メモリ１０８および／または他の回路に電気的に接
続され得、様々な実施形態において、例えば、ステレオプラグ、ＲＳ２３２プラグ、ＵＳ
Ｂプラグまたは任意の適切な電気コネクタコンポーネントを受け入れるように構成され得
る。
【００１４】
　バイオセンサメータ１００は、テストセンサポート１１３も含み得る。ユーザは、試験
紙をテストセンサポート１１３に挿入して流体サンプル（例えば、血液）を一滴試験紙に
たらし得、バイオセンサメータ１００は、それに応答してサンプルを分析し、例えばサン
プル中の血糖レベルを判定し得る。
【００１５】
　バイオセンサメータ１００は、第１および第２のバッテリ１０２ａおよび１０２ｂと、
バッテリホルダ１０３と、バッテリ室１０４と、マイクロコントローラ１０７と、メモリ
１０８と、ディスプレイ１０９と、ユーザインターフェース操作部１１０ａ、１１０ｂお
よび１１０ｃと、通信ポート１１２と、テストセンサポート１１３と、バイオセンサメー
タ１００の任意の他のコンポーネント（不図示）と、を収容するように構成された筐体１
１４を更に含み得る。バッテリカバー１０６は、任意の既知の方法で筐体１１４に取り外
し可能に装着され得る。バイオセンサメータ１００は、図示されるものとは異なる形状を
有してよい。バイオセンサメータ１００の一例としては、ニューヨーク州タリータウンの
Ｂａｙｅｒ　ＨｅａｌｔｈｃａｒｅによるＣＯＮＴＯＵＲ（登録商標）ＵＳＢ血糖メータ
でよい。
【００１６】
　図２Ａ～図２Ｃならびに図３Ａおよび図３Ｂは、１つまたは複数の実施形態による、バ
イオセンサメータ１００および類似のバイオセンサメータ用に構成された無線送信機アダ
プタ２０６を示す。無線送信機アダプタ２０６は、バイオセンサメータ１００の少なくと
も一部分の周りに配置され密着するように構成された本体２１６を有し得る。すなわち、
本体２１６は、無線送信機アダプタ２０６の部品がバイオセンサメータ１００から突出し
たり垂れ下がったりしないように、バイオセンサメータ１００の少なくとも一部分の形状
と一致するように構成され得る。いくつかの実施形態において、図示されるように、本体
２１６は、バイオセンサメータ１００のバッテリカバー１０６に代わって配置されるよう
に構成され得る。本体２１６は、任意の適切な方法で（例えば、バイオセンサメータ１０
０の筐体１１４の対応する溝またはスロットに係合するスナップ嵌め歯によって）、バイ
オセンサメータ１００に装着されてよい。本体２１６は、バッテリカバー１０６と同一の
または類似の方法でバイオセンサメータ１００に装着されてよい。本体２１６は、任意の
適切な技術を使用して成形および／または製作されてよく、柔軟性の部品のために、例え
ばＡＢＳ（アクリロニトリルブタジエンスチレン（ａｃｒｙｌｏｎｉｔｒｉｌｅ　ｂｕｔ
ａｄｉｅｎｅ　ｓｔｙｒｅｎｅ））、シリコーンおよびＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）
などの適切な熱可塑性および／またはエラストマー材料を含む任意の適切な材料から作ら
れてよい。
【００１７】
　無線送信機アダプタ２０６は、バイオセンサメータ１００の通信ポート１１２に受け入
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れられて通信ポート１１２を介してバイオセンサメータ１００内の回路（例えば、マイク
ロコントローラ１０７）に電気的に結合するように構成されたコネクタ２１８を含み得る
。コネクタ２１８は、機械的および電気的に通信ポート１１２に適合し得、例えば、ステ
レオプラグ、ＲＳ２３２プラグ、ＵＳＢプラグ、または通信ポート１１２を介してバイオ
センサメータ１００内の回路に電気的に結合可能な任意の適切な電気コネクタコンポーネ
ントを含み得る。いくつかの実施形態において、コネクタ２１８は、本体２１６内の対応
する溝２２２に沿って本体２１６から（矢印２２１Ａに示されるように）内側および外側
へ向かって延在またはスライドし得るスライド可能アーム２２０を含み得る。無線送信機
アダプタ２０６をバイオセンサメータ１００に装着し、コネクタ２１８を通信ポート１１
２内に挿入するために、無線送信機アダプタ２０６およびコネクタ２１８は、図２Ａに図
示されるように配置され得る。次いで、本体２１６は、上述のようにおよび図２Ｂに図示
されるように筐体１１４に装着され得る。図２Ｂにおいてはコネクタ２１８は、まだ通信
ポート１１２内に受け入れられていない。次いで、スライド可能アーム２２０を（矢印２
２１Ｂに示されるように）押すことで、コネクタ２１８は通信ポート１１２内に挿入され
得る。図２Ｃ、図３Ａおよび図３Ｂは、バイオセンサメータ１００に機械的に装着され電
気的に結合された無線送信機アダプタ２０６を示す。
【００１８】
　図３Ａおよび図３Ｂから最もよくわかるように、無線送信機アダプタ２０６は、バイオ
センサメータ１００に装着されたとき、小さな厚さＴ３０６をバイオセンサメータ１００
に追加し得る。いくつかの実施形態において、無線送信機アダプタ２０６の本体２１６は
、バイオセンサメータ１００の背面１０５に僅か約３ｍｍの厚さＴ３０６を追加するだけ
であり得、したがって、バイオセンサメータ１００の利便性、取り扱い性および／または
使用に悪影響を与える可能性は低い。
【００１９】
　図４～図６は、１つまたは複数の実施形態による、無線送信機アダプタ２０６に含まれ
得る代替的なコネクタを示す。例えば、図４は、本体４１６から延在する柔軟性アーム４
２０を含み得るコネクタ４１８を有する無線送信機アダプタ４０６を示す。柔軟性アーム
４２０は、矢印４２１に示されるように屈曲され得、コネクタ４１８の通信ポート１１２
への挿入および通信ポート１１２からの取り外しを可能にする。図５は、剛性アーム５２
０を含み得るコネクタ５１８を有する無線送信機アダプタ５０６を示す。この実施形態に
おいては、無線送信機アダプタ５０６の本体５１６は、矢印５２１に示される横方向に移
動することによって、バイオセンサメータ１００の筐体１１４に装着され得、本体５１６
が筐体１１４と係合し装着されると、同時にコネクタ５１８が通信ポート１１２に挿入さ
れる。図６は、本体６１６から延在するエラストマーコードコネクタアーム６２０を含み
得るコネクタ６１８を有する無線送信機アダプタ６０６を示す。エラストマーコードコネ
クタアーム６２０は、バイオセンサメータ１００の底部の形状と一致するように成形され
得、矢印６２１に示されるように屈曲され得、コネクタ６１８の通信ポート１１２への挿
入および通信ポート１１２からの取り外しを可能にする。無線送信機アダプタ４０６、５
０６および６０６のそれぞれは、他の点では無線送信機アダプタ２０６と同一でよく、コ
ネクタ４１８、５１８および６１８のそれぞれは、機械的および電気的に通信ポート１１
２に適合し得、例えば、ステレオプラグ、ＲＳ２３２プラグ、ＵＳＢプラグ、または通信
ポート１１２を介してバイオセンサメータ１００内の回路に電気的に結合可能な任意の適
切な電気コネクタコンポーネントを含み得る。
【００２０】
　図７は、１つまたは複数の実施形態による、無線送信機回路７００を示す。無線送信機
アダプタ２０６は、本体２１６内に収容された無線送信機回路７００を含み得る。いくつ
かの実施形態において、無線送信機回路７００は、プリント回路基板７２４などの上に形
成された集積回路でよい。無線送信機回路７００は、コネクタ２１８に電気的に結合され
得、バイオセンサメータ１００からデータを無線で送信するように構成され得る。いくつ
かの実施形態において、無線送信機回路７００は、ＢＬＥ（ブルートゥース（登録商標）
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ローエナジー）無線技術を含み得る。他の実施形態において、無線送信機回路７００は、
例えば、ＲＦ（無線周波数）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）またはＡＮＴ無線技術に基づい
てもよい。代替的に、任意の適切な送信技術が無線送信機回路７００において使用されて
よい。
【００２１】
　いくつかの実施形態において、無線送信機回路７００は、バイオセンサメータ１００の
第１および第２のバッテリ１０２ａおよび１０２ｂによって電力を供給され得る。すなわ
ち、無線送信機アダプタ２０６は、それ自身の電源を有さず、代わりにバイオセンサメー
タ１００の電源から電力を引き出すように構成され得る。いくつかの実施形態において、
無線送信機アダプタ２０６は、無線送信機回路７００に電力を供給するためにバイオセン
サメータ１００の１つまたは複数のバッテリに電気的に結合するように構成された１つま
たは複数の電気接点７２５ａおよび７２５ｂを含み得る。電気接点７２５ａおよび７２５
ｂは本体２１６配置され得、第１および第２のバッテリ１０２ａおよび１０２ｂへのそれ
ぞれの電気的接続がバイオセンサメータ１００の筐体１１４への本体２１６の装着の際に
なされ得るようになっている。例えば、図６に図示されるように、無線送信機アダプタ６
０６は、本体６１６に配置および実装される電気接点６２５ａおよび６２５ｂを含み得、
バイオセンサメータ１００の筐体１１４への本体６１６の装着が、電気接点６２５ａおよ
び６２５ｂを第１および第２のバッテリ１０２ａおよび１０２ｂにそれぞれ電気的に結合
するようになっている。
【００２２】
　いくつかの実施形態において、無線送信機回路７００は、送信機７２６と、ＵＡＲＴ（
汎用非同期送受信回路（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ｒｅｃｅｉｖ
ｅｒ／ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ））コンバータ７２８と、「バッテリ低下」ＬＥＤ７３０
（発光ダイオード）と、「送信中」ＬＥＤ７３２とを含み得る。無線送信機回路７００は
、他の回路コンポーネントを含み得る。ＵＡＲＴコンバータ７２８は、例えばＵＡＲＴ－
ＲＳ２３２コンバータであり得、コネクタ２１８およびＵＡＲＴデータバス７３４に電気
的に結合され得、ＵＡＲＴデータバス７３４は送信機７２６に電気的に接続されている。
電力を受け取るために、送信機７２６は、少なくとも１つの導線７３６を介して電気接点
７２５ａおよび７２５ｂに電気的に結合され得る。送信機７２６は、Ｉ／Ｏ（ｉｎｐｕｔ
／ｏｕｔｐｕｔ）ピン７３８を介して「バッテリ低下」ＬＥＤ７３０に、およびＩ／Ｏピ
ン７４０を介して「送信中」ＬＥＤ７３２にも電気的に結合され得る。いくつかの実施形
態において、「バッテリ低下」ＬＥＤ７３０は、送信機７２６が受け取るバッテリ電力が
所定の量を下回ったときに発光または点滅するように構成され得る。いくつかの実施形態
において、「送信中」ＬＥＤ７３２は、無線送信機回路７００がデータを送信していると
きに発光または点滅するように構成され得る。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、ユーザは、バイオセンサメータ１００とコンピュータま
たは類似の装置との間のケーブル接続が必要ないということ除いては、バイオセンサメー
タ１００からの配線接続でのデータダウンロードと同じように、無線送信機アダプタ２０
６が装着されたバイオセンサメータ１００から、データを無線でダウンロードできる。例
えば、コンピュータまたは類似の装置に対して適切な近接距離にいるユーザは、バイオセ
ンサメータ１００のディスプレイ１０９とユーザインターフェース操作部１１０ａ、１１
０ｂおよび１１０ｃとを介してデータダウンロード機能を選択することで、データダウン
ロードを開始することができる。いくつかの実施形態において、無線データ送信に関する
追加的な動作は必要とされなくてよい。
【００２４】
　図８Ａ～図８Ｃは、１つまたは複数の実施形態による、バイオセンサメータ１００およ
び類似のバイオセンサメータ用に構成された無線送信機アダプタ８１４を示す。無線送信
機アダプタ８１４は、バイオセンサメータ１００の少なくとも一部分の周りに配置され密
着するように構成された本体８１６を有し得る。すなわち、本体８１６は、無線送信機ア
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ダプタ８１４の部品がバイオセンサメータ１００から突出したり垂れ下がったりしないよ
うに、バイオセンサメータ１００の少なくとも一部分の形状と一致するように構成され得
る。いくつかの実施形態において、本体８１６は、バイオセンサメータ１００の少なくと
も一部分を包囲するように構成され得る。例えば、図示されるように、本体８１６は、バ
イオセンサメータ１００の筐体１１４の大部分に密着し包囲するように構成され得る。本
体８１６は、バイオセンサメータ１００が本体８１６にスライドして出入りすることを可
能にする大きさおよび構成とされる前面開口部８４２を有し得る。本体８１６は、バイオ
センサメータ１００の前面開口部８４２への受け入れおよびそこからの取り出しを容易に
するために、前面開口部８４２の周りで伸縮できるように構成され得る。前面開口部８４
２は、バイオセンサメータ１００のディスプレイ１０９が見えるような大きさおよび位置
とされ得る。本体８１６は、バイオセンサメータ１００のテストセンサポート１１３への
アクセスを提供するような大きさおよび構成とされる底面開口部８４４を有し得る。いく
つかの実施形態において、本体８１６は、バイオセンサメータ１００の対応するユーザイ
ンターフェース操作部を覆い、ユーザがそれらを操作することを可能にする大きさおよび
構成とされる隆起領域８１０ａ、８１０ｂおよび８１０ｃを含み得る。いくつかの実施形
態において、本体８１６は、バイオセンサメータ１００の上面、背面および側面を完全に
覆う一方、バイオセンサメータ１００の前面および底面はその一部分を覆うようにしても
よい。本体８１６は、任意の適切な技術を使用して成形および／または製作されてよく、
例えばＴＰＶ（熱可塑性加硫物（ｔｈｅｒｍｏｐｌａｓｔｉｃ　ｖｕｌｃａｎｉｚａｔｅ
））、ＴＰＵ（熱可塑性ポリウレタン）、ＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）、シリコーン
エラストマー、シリコーンゴムなどの適切な熱可塑性および／またはエラストマー材料を
含む任意の適切な材料から作られてよい。また、本体８１６の異なる部分が、異なる特性
を持つように（例えば、いくつかの部分がより剛性を有し得、他の部分がより柔軟性を有
し得るように）、異なる材料、厚さまたはその組み合わせで作られてもよい。いくつかの
実施形態において、本体８１６は、前成形され得、本体８１６が筐体１１４上に密着し寄
り添うようにフィットするような弾性率を有し得る。
【００２５】
　無線送信機アダプタ８１４は、バイオセンサメータ１００の通信ポート１１２に受け入
れられて通信ポート１１２を介してバイオセンサメータ１００内の回路（例えば、マイク
ロコントローラ１０７）に電気的に結合するように構成されたコネクタ８１８を含み得る
。コネクタ８１８（図８Ａ～図８Ｃでは一部分だけ見えている）は、機械的および電気的
に通信ポート１１２に適合し得、本体８１６内に延在する適切な電気コネクタプラグ（不
図示）を含み得る。コネクタ８１８は、例えば、ステレオプラグ、ＲＳ２３２プラグ、Ｕ
ＳＢプラグ、または通信ポート１１２を介してバイオセンサメータ１００内の回路に電気
的に結合可能な任意の適切な電気コネクタコンポーネントを含み得る。いくつかの実施形
態において、コネクタ８１８は、柔軟性アーム８２０を含み得、柔軟性アーム８２０が本
体８１６から（矢印８２１に示されるように）外側に屈曲可能なように、柔軟性アーム８
２０はその片側が本体８１６へ装着またはヒンジで連結されている。したがって、柔軟性
アーム８２０は、バイオセンサメータ１００が本体８１６に受け入れられるのに先立って
外側に屈曲し得、次いで、通信ポート１１２に向かって内側に屈曲されて、コネクタ８１
８を通信ポート１１２と電気的に結合させる。
【００２６】
　図９は、１つまたは複数の実施形態による、無線送信機回路９００を示す。無線送信機
アダプタ８１４は、無線送信機回路９００を含み得、無線送信機回路９００は、本体８１
６内に配置され得、バイオセンサメータ１００からデータを無線で送信するようにコネク
タ８１８に電気的に結合され得る。いくつかの実施形態において、無線送信機回路９００
は、プリント回路基板９２４などの上に形成された集積回路でよい。いくつかの実施形態
において、無線送信機回路９００は、ＢＬＥ（ブルートゥース（登録商標）ローエナジー
）無線技術を含み得る。他の実施形態において、無線送信機回路９００は、例えば、ＲＦ
（無線周波数）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）またはＡＮＴ無線技術に基づいてもよい。代
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替的に、任意の適切な送信技術が無線送信機回路９００において使用されてよい。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、無線送信機回路９００は、無線送信機アダプタ８１４に
設けられた個別の電源によって電力を供給され得る。すなわち、無線送信機アダプタ８１
４は、バイオセンサメータ１００の電源から電力を引き出すのではなく、代わりに、図８
Ｂおよび図８Ｃに図示されるように、本体８１６は内蔵されたバッテリ室８０４を含み得
る。バッテリ室８０４は、無線送信機回路９００に電力を供給するための１つまたは複数
のバッテリ９０２を保持するように構成され得る。例えば、いくつかの実施形態において
、図９に図示されるように、無線送信機回路９００は、３つの単四バッテリ９０２によっ
て電力を供給され得る。いくつかの実施形態において、バッテリ室８０４は、バイオセン
サメータ１００が本体８１６に受け入れられるのに先立って、取り外し可能なバッテリカ
バー８０６を介して前面開口部８４２からアクセス可能である。他の実施形態において、
バッテリ室８０４は、本体８１６の背面８０５からアクセス可能である。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、無線送信機回路９００は、送信機９２６と、ホストＵＳ
Ｂマイクロコントローラ９２８と、「バッテリ低下」ＬＥＤ９３０（発光ダイオード）と
、「送信中」ＬＥＤ９３２と、バッテリスイッチ９３６とを含み得る。無線送信機回路９
００は、他の回路コンポーネントを含み得る。送信機９２６は、いくつかの実施形態にお
いて、ＢＬＥ集積回路チップでよい。ホストＵＳＢマイクロコントローラ９２８は、ＵＳ
Ｂデータバス９４６を介してコネクタ８１８に電気的に結合され得る。ホストＵＳＢマイ
クロコントローラ９２８は、ＵＡＲＴデータバス９３４を介して送信機９２６にも電気的
に結合され得る。送信機９２６およびホストＵＳＢマイクロコントローラ９２８は、バッ
テリ室８０４に配置された１つまたは複数のバッテリ９０２からバッテリスイッチ９３６
を介して電力を受け取り得る。送信機９２６は、Ｉ／Ｏ（ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ）ピ
ン９３８を介して「バッテリ低下」ＬＥＤ９３０に、およびＩ／Ｏピン９４０を介して「
送信中」ＬＥＤ９３２にも電気的に結合され得る。いくつかの実施形態において、「バッ
テリ低下」ＬＥＤ９３０は、送信機９２６が受け取るバッテリ電力が所定の量を下回った
ときに発光または点滅するように構成され得る。いくつかの実施形態において、「送信中
」ＬＥＤ９３２は、無線送信機回路９００がデータを送信しているときに発光または点滅
するように構成され得る。
【００２９】
　バイオセンサメータ１００が無線送信機アダプタ８１４に受け入れられて電気的に接続
されると、ユーザは、いくつかの実施形態において、バイオセンサメータ１００からコン
ピュータまたは類似の装置へのケーブル接続がもはや必要ないということ除いては、バイ
オセンサメータ１００からの配線接続でのデータダウンロードと同じように、バイオセン
サメータ１００からデータを無線でダウンロードできる。例えば、コンピュータまたは類
似の装置に対して適切な近接距離にいるユーザは、ディスプレイ１０９と、無線送信機ア
ダプタ８１４の隆起領域８１０ａ、８１０ｂおよび８１０ｃに対応するユーザインターフ
ェース操作部とを介してデータダウンロード機能を選択することで、データダウンロード
を開始することができる。いくつかの実施形態において、無線データ送信に関する追加的
な動作は必要とされなくてよい。
【００３０】
　図１０は、１つまたは複数の実施形態による、データの配線接続でのダウンロードが可
能なバイオセンサメータ用に構成された無線送信機アダプタを提供する方法１０００を示
す。処理ブロック１００２において、方法１０００は、バイオセンサメータの少なくとも
一部分の周りに配置され密着する、無線送信機アダプタの本体を構成するステップを含み
得る。いくつかの実施形態において、無線送信機アダプタの本体は、バイオセンサメータ
のバッテリカバーに代わって配置されるように構成され得る。例えば、図２Ａ～図３Ｂを
参照すると、無線送信機アダプタの本体は、無線送信機アダプタ２０６の本体２１６でよ
い。いくつかの実施形態において、本体は、バイオセンサメータの大部分に密着し包囲す
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るように構成され得る。例えば、図８Ａ～８Ｃを参照すると、無線送信機アダプタの本体
は、無線送信機アダプタ８１４の本体８１６でよく、これはバイオセンサメータの大部分
を包囲するように構成され得る。
【００３１】
　処理ブロック１００４において、方法１０００は、バイオセンサメータの通信ポートに
受け入れられて通信ポートを介してバイオセンサメータ内の回路に電気的に結合するよう
に構成されたコネクタを準備するステップを含み得る。いくつかの実施形態において、コ
ネクタは、無線送信機アダプタの本体から延在し得、および／またはエラストマーコード
コネクタアーム、剛性アーム、柔軟性アームまたはスライド可能アームのうちの１つを含
み得る。いくつかの実施形態において、コネクタは、ステレオプラグ、ＲＳ２３２プラグ
、ＵＳＢプラグまたは任意の適切な電気コネクタコンポーネントを含み得る。例えば、コ
ネクタは、図２Ａ、図４、図５、図６および図８Ａ～図８Ｃのそれぞれのコネクタ２１８
、４１８、５１８、６１８または８１８でよい。
【００３２】
　処理ブロック１００６において、方法１０００は、無線送信機アダプタの本体内に無線
送信機回路を準備するステップを含み得る。無線送信機回路はコネクタに電気的に結合さ
れ得、バイオセンサメータからデータを無線で送信するように構成され得る。いくつかの
実施形態において、無線送信機回路は、無線送信機アダプタの本体内に組み込まれた１つ
または複数の電気接点を介して、バイオセンサメータの１つまたは複数のバッテリによっ
て電力を供給されるように構成され得る。他の実施形態において、無線送信機回路は、無
線送信機アダプタの本体内に組み込まれたバッテリ室内に設けられた個別の電源（例えば
、１つまたは複数のバッテリ）によって電力を供給され得る。無線送信機回路は、例えば
、図７の無線送信機回路７００または図９の無線送信機回路９００でよい。無線送信機回
路を介した無線データ送信は、例えば、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、ＢＬＥ（ブルートゥ
ース（登録商標）ローエナジー）またはＡＮＴ無線技術に基づいてよい。代替的に、他の
適切な送信技術が使用されてよい。
【００３３】
　方法１０００の上記の処理ブロックは、図示され、説明された順番および順序に限定さ
れない順番および順序で実行または実施されてよい。例えば、いくつかの実施形態におい
て、処理ブロック１００２は、処理ブロック１００４および／または処理ブロック１００
６と同時にまたはその後に実施されてよい。
【００３４】
　本明細書において説明された本発明が広い効用と用途とを受け入れる余地があることを
、当業者は容易に理解されよう。本明細書に説明されたもの以外の本発明の多くの実施形
態および適用、ならびに多くの変形、修正および等価な配置は、本発明の実体または範囲
から逸脱することなく、本発明および本発明の上記の説明から明らかであるか、または合
理的に示唆されるであろう。例えば、本発明の１つまたは複数の実施形態は、バイオセン
サメータに関連して説明されているが、本来配線接続でのデータダウンロードのために構
成されたバッテリで動作する他の種類の装置とともに使用することができる。したがって
、本明細書おいて、本発明は特定の実施形態に関して詳細に説明されているが、本開示は
単なる例示であって、本発明の実例を提示するものであり、本発明の完全で実施可能な程
度の開示を提供する目的のためになされたものにすぎないことを理解されたい。本開示は
、開示された特定の機器、装置、組立体、システムまたは方法に本発明を限定することを
意図しておらず、それとは反対に、本発明の範囲内にある全ての修正、均等物、代替物を
カバーするものと意図される。
【符号の説明】
【００３５】
　　１００　バイオセンサメータ
　　１０２ａ　第１のバッテリ
　　１０２ｂ　第２のバッテリ
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　　１０３　バッテリホルダ
　　１０４　バッテリ室
　　１０５　背面
　　１０６　バッテリカバー
　　１０７　マイクロコントローラ
　　１０８　メモリ
　　１０９　ディスプレイ
　　１１０ａ　ユーザインターフェース操作部
　　１１０ｂ　ユーザインターフェース操作部
　　１１０ｃ　ユーザインターフェース操作部
　　１１１　前面
　　１１２　通信ポート
　　１１３　テストセンサポート
　　１１４　筐体
　　２０６　無線送信機アダプタ
　　２１６　本体
　　２１８　コネクタ
　　２２０　スライド可能アーム
　　２２２　溝
　　Ｔ３０６　厚さ
　　４０６　無線送信機アダプタ
　　４１６　本体
　　４１８　コネクタ
　　４２０　柔軟性アーム
　　５０６　無線送信機アダプタ
　　５１６　本体
　　５１８　コネクタ
　　５２０　剛性アーム
　　６０６　無線送信機アダプタ
　　６１６　本体
　　６１８　コネクタ
　　６２０　エラストマーコードコネクタアーム
　　６２５ａ　電気接点
　　６２５ｂ　電気接点
　　７００　無線送信機回路
　　７２４　プリント回路基板
　　７２５ａ　電気接点
　　７２５ｂ　電気接点
　　７２６　送信機
　　７２８　ＵＡＲＴコンバータ
　　７３０　「バッテリ低下」ＬＥＤ
　　７３２　「送信中」ＬＥＤ
　　７３４　ＵＡＲＴデータバス
　　７３６　導線
　　７３８　Ｉ／Ｏピン
　　７４０　Ｉ／Ｏピン
　　８０４　バッテリ室
　　８０５　背面
　　８０６　バッテリカバー
　　８１０ａ　隆起領域
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　　８１０ｂ　隆起領域
　　８１０ｃ　隆起領域
　　８１４　無線送信機アダプタ
　　８１６　本体
　　８１８　コネクタ
　　８２０　柔軟性アーム
　　８４２　前面開口部
　　８４４　底面開口部
　　９００　無線送信機回路
　　９０２　バッテリ
　　９２４　プリント回路基板
　　９２６　送信機
　　９２８　ホストＵＳＢマイクロコントローラ
　　９３０　「バッテリ低下」ＬＥＤ
　　９３２　「送信中」ＬＥＤ
　　９３４　ＵＡＲＴデータバス
　　９３６　バッテリスイッチ
　　９３８　Ｉ／Ｏピン
　　９４０　Ｉ／Ｏピン
　　９４６　ＵＳＢデータバス
　　１０００　方法

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２Ａ】
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